
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 直接染料（Ｃ．Ｉ．Ｄｉ
ｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　７８）で染色したときの綿との色差が７ＮＢＳ以内であることを特
徴とする再生セルロース系繊維。
【請求項２】
　再生セルロース系繊維を、わた状または糸条で

ことを特徴とする 再生セルロース系繊維の加工方法。
【請求項３】
　高圧 処理が、温度１６０～２１０℃の圧力釜中で３００～１８００秒の熱水処理す
る工程を含むことを特徴とする請求項２記載の再生セルロース系繊維の加工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、綿との同色性に優れた再生セルロース系繊維及びそれを得るための加工方法に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
再生セルロース系繊維は、ソフトな風合いを持ち、発色性に優れて、鮮明な色彩を呈する
ため、幅広い用途に供されている。また多くの他繊維素材との複合が行われ、アウターな
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高圧水蒸気処理した後、高圧熱水処理が施され、綿と同浴にて

高圧水蒸気処理した後、高圧熱水処理を
施す 請求項１記載の

熱水



どの分野に幅広く用いられている。特に綿との複合は、風合いの面から好ましく多用され
ている。
【０００３】
しかしながら、綿と再生セルロース系繊維とを混紡、交撚、交編織などの複合を行なった
場合、染色時に染着差を生じて大きな色差が生じ、染め品位の低いものとなるという問題
があった。
【０００４】
綿との染着差を少なくする方法として、綿にシルケット処理を適用する方法がある。該方
法は、高濃度の苛性ソーダ溶液を綿のわた条または糸条に浸透させ、その膨潤能力を高め
ることによって、染料の浸透性を向上させ、染着濃度を向上させるものである。
【０００５】
しかし、該方法では、綿のわた条または糸条が変色することがあったり、処理によって繊
維としての強力が落ちたりするという問題があった。更に、綿と再生セルロース系繊維を
複合する前の状態でそれぞれ染色を行い、同色のものを得た後、これらを複合するという
方法もあるが、この方法では各々の素材を別々に染色するため、コストがかかるという問
題があった。
【０００６】
従って、再生セルロース系繊維と綿との染色時の染着差が少なく、一緒に染色した場合に
同色性を得ることができるような再生セルロース系繊維、およびそのための加工方法は知
られていない。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、綿との同色性に優れた再生セルロース系繊維及びその加工方法を提供すること
を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、再生セルロース系繊維を、わた条または糸条で高圧処理を行い、その膨潤
性能を低下させることにより直接染料で染色する際、綿との同色性が得られることを見出
し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
即ち、本発明は下記の通りである。
【００１０】
１．直接染料（Ｃ．Ｉ．　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　７８）で染色したときの綿との色差
が７ＮＢＳ以内であることを特徴とする再生セルロース系繊維。
【００１１】
２．再生セルロース系繊維を、わた条または糸条で高圧処理することを特徴とする再生セ
ルロース系繊維の加工方法。
【００１２】
３．高圧処理が、温度１６０～２１０℃の圧力釜中で３００～１８００秒の熱水処理する
工程を含むことを特徴とする上記１記載の再生セルロース系繊維の加工方法。
【００１３】
以下、本発明について詳細に説明する。
【００１４】
本発明において、再生セルロース系繊維としては、ビスコースレーヨン、銅アンモニアレ
ーヨン、ポリノジックなどの再生セルロース繊維などのセルロース系繊維が挙げられる。
【００１５】
本発明において、再生セルロース系繊維と綿との色差は７ＮＢＳ以内であり、好ましくは
５ＮＢＳ以内、更に好ましくは３ＮＢＳ以内である。色差が７ＮＢＳ以内であると、染色
差が十分に小さいので、染め品位の高い製品が得られる。
【００１６】
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色差は、同色性を判定する目安であり、直接染料を用いて判定する方法が好ましく、特に
、Ｃ．Ｉ．　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　７８を判定に用いることが、再生セルロース系繊
維と綿との同色性を判断する手段として適切である。
【００１７】
次に、本発明の加工方法につき説明する。
【００１８】
本発明の加工方法においては、再生セルロース系繊維を、わた条または糸条で高圧処理す
る。わた条とは、トウ、スライバー、原綿などいずれのものであってもよく、これらが混
合されたものでもよい。また、糸条とは、原糸、撚糸、紡績糸、交撚糸、混紡糸、仮撚加
工糸、インターレース混繊した後に仮撚加工した糸などのいずれであってもよい。
【００１９】
本発明においては、わた条を高圧処理した後に混合して糸条を作成しても良いし、さらに
、上記のわた条を混合して糸条を作成後に高圧処理をしても良いし、従来からある糸条を
高圧処理しても良い。
【００２０】
本発明において、高圧処理としては、次の３つの処理が挙げられる。
【００２１】
（１）高圧水蒸気処理後、高圧熱水処理をする。
【００２２】
（２）高圧熱水処理をする。
【００２３】
（３）高圧熱水処理後、高圧水蒸気処理をする。
【００２４】
上記の処理はいずれも高圧熱水処理を含むものであり、高圧水蒸気処理は必要に応じて行
うことができる。
【００２５】
上記の処理において、高圧とは、絶対圧力０．４１～１．２３ＭＰａが好ましい。絶対圧
力がこの範囲であると、再生セルロース系繊維の形態安定効果が十分で、強度低下や変色
などの色相変化が生じない。なお、温度は、圧力によりその蒸気圧で決定されるが、通常
、処理温度は１６０～２１０℃が好ましい。また、処理時間は３００～１８００秒が好ま
しい。処理温度および処理時間が上記の範囲であると、再生セルロース系繊維の形態安定
効果が十分で、強度低下や変色などの色相変化が生じない。
【００２６】
本発明においては、高圧水蒸気処理のみでは、わた条または糸条が黄変しやすいため、目
的とする綿との同色性に十分優れた再生セルロース系繊維は得ることが出来ない場合があ
る。高圧熱水処理を行うことにより、高圧水蒸気処理単独よりも安定した繊維を得ること
出来ることに加え、黄変のない繊維が得られる。このことは、本発明者らが初めて見出し
たものである。
【００２７】
高圧処理の方法としては、従来公知の高圧釜装置を備えている装置を用いることができ、
わた条での処理は籠状の容器にわた条のものを詰めて処理を行ない、糸条での処理はチー
ズ形態で行なうことができる。
【００２８】
高圧水蒸気処理においては、空気酸化を防ぐため、予め、釜内を真空にした後、過熱水蒸
気を、籠状の容器又はチーズの下方内側から上方外側に向かって循環させ、所定の処理を
行うことができる。高圧水蒸気の循環方向を内側から外側にすることにより、わた条およ
び糸条の処理時の安定化をはかることが出来る。
【００２９】
高圧熱水処理においては、従来公知の高圧釜装置を備えている装置を用いることができ、
チーズ染色あるいは籠状の容器につめて処理できる装置を用いることが出来る。高圧熱水
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処理においては、縦型処理機が好ましく、予め、籠状の容器にわた条のものつめたものま
たはチーズを装填し、その中に高圧熱水を投入した後、染色ビームの内側から外側に向か
って液循環させながら、所定の処理を行うのが好ましい。高圧熱水の循環方向を内側から
外側にすることにより、わた条および糸条の処理時の安定化をはかることが出来る。
【００３０】
本発明の加工方法において、籠状容器としては、チーズ染色に用いる金属製のパラレル型
染色ボビンに籠を取り付けた形態で良い。
【００３１】
高圧水蒸気処理、高圧熱水処理において、わた条のものは、ステンレス製の円筒状容器に
、最密充填になるように詰めた形態で処理することが好ましい。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、実施例を挙げて本発明をさらに説明する。
【００３３】
なお、測定法、評価法等は下記の通りである。
【００３４】
（１）染色
直接染料（住友化学株式会社製：Ｓｕｍｉｌｉｇｈｔ  Ｓｕｐｒａ　ＢｌｕｅＧ：Ｃ．Ｉ
．　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　７８）を、再生セルロース系繊維及び／または綿との総質
量に対し１％ｏｍｆの染料濃度で調液し、４０℃まで加温したところで、わた条のものも
しくは糸条を投入し、１分間当たり約２℃で昇温させた後、９５℃にて芒硝５０ｇ／リッ
トルを添加し、４５分間の染色を行った。その後、冷却し、温水で洗浄後、冷水で洗浄し
、次いで自然乾燥させた。
【００３５】
なお、染色時において、わた条および糸条の形態は次の通りである。
【００３６】
（わた条）：ポリエステル加工糸で一口編みを作り、ポリエステル糸を使用して片方をオ
ーバーロックミシンで縫ってふさいだ後、試料となるわたを詰め、もう片方もオーバーロ
ックミシンで縫って口をふさいだものを使用した。
【００３７】
（糸条）：一口編み。
【００３８】
（２）色差の測定および斑の判定
色差は、マクベス社製のＣｏｌｏｒ　Ｅｙｅ　３０００を使用して測色し、アダムスニッ
カーソン式で求めた。
【００３９】
斑は、糸条で作成した一口編地を染色し、色差による斑の有無で判定した。
【００４０】
〔実施例１〕
キュプラアンモニウムレーヨンのわた条をステンレス処理筒に入れ、０．０９７～０．１
ＭＰａの真空にした後、圧力０．９７ＭＰａ、温度１６０℃で１０分間、高圧スチーム処
理した。次に、圧力０．９７ＭＰａ、温度１６０℃の高圧熱水を投入し、液循環させなが
ら、１０分間、高圧熱水処理し、加圧脱水後、８０℃で６０分間乾燥した。
【００４１】
これに油剤（竹本油脂株式会社製：ＢＡＦ－１３８：純分５０ｗｔ％）２．４ｗｔ％をス
プレーにて付与した後、乾燥させた。
【００４２】
得られたわた条、未処理のわた条および綿を、同浴で染色し、綿との色差を測定した。結
果を表１に示す。
【００４３】
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〔実施例２〕
実施例１で得たわた条と、綿とをカードで混ぜ合わせ、４０／－の混紡糸を作成し、これ
を用いて一口編みを作成した。なお、混率は、わた条を５５ｗｔ％、綿を４５ｗｔ％とし
た。
【００４４】
得られた一口編み（筒編地）を染色し、斑の有無を判定した。結果を表２に示す。
【００４５】
〔比較例１〕
未処理のキュプラアンモニウムレーヨンわた条を使用して、４０／－の混紡糸を作成し、
これを用いて一口編みを作成した。なお、混率は、未処理のキュプラアンモニウムレーヨ
ンわた条を５５ｗｔ％、綿を４５ｗｔ％とした。
【００４６】
得られた一口編み（筒編地）を染色し、斑の有無を判定した。結果を表２に示す。
【００４７】
表１および表２より、本発明の再生セルロース系繊維は、綿との同色性に優れたものであ
ることが明らかである。
【００４８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４９】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
【発明の効果】
本発明により、綿との同色性に優れた再生セルロース系繊維が得られる。この繊維のわた
条および糸条は、綿並みの発色性を持ち、綿との同色性が得られ、特に染色方法の変更な
ども必要ないので、婦人のアウター衣料等の染色物に有用である。
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